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やりがいを感じています。金融業界
でセキュリティにも厳しいお客様の
大きなプロジェクトを担当した際は、
密なコミュニケーション・真摯な対応
を心掛けることで、お客様から「金谷
さんのチームと一緒に仕事ができて
本当に良かった」とのコメントをもら
い、「この仕 事をしていて良かった
な」と心から思いました。

日 ア々ップデートする技術を、
みんなで学べる。
キンドリルは提 供するサービスが
多岐にわたるので、新しい技術を日々
学ぶ必要があります。大変でもある
のですが、キンドリルには「みんなで
学んでいこう」という雰囲気があり
ます。チャットグループによる情報の
シェア、セミナーやコミュニティ活動
による研修など、皆で協力してスキル
アップに励んでいます。リモートワーク
が始まっても、コミュニケーション
チャネルがたくさんあるので、社員
同士の関係が希薄にならない仕組み
が提供されています。

ベンダーに捉われず、多 種 多様な
サービスからお客様にとって最適な
ものを選択し、提供できるようになり
ました。一方で、日本社会を支える
お客様とのリレーションを既に多く
持っています。さらに、コンサルから
導 入 、運 用まで全てのステップに
携わっていて、それを全世界で展開
している。これら全てを行えるのは、
キンドリルだけなのではないかなと
思います。セキュリティ分野で言え
ば、ネットワーク全体でセキュリティ
対策を行う「ゼロトラスト・アーキテク
チャー」を中心に据え、お客様の様々
な要望に寄り添っています。

重要なインフラだからこそ
やりがいを感じます。
キンドリルのお客様は、金融、製造、
流通、公共、通信、メディアなど日本
を支える重要な業界に数多くいま
す。そんなミッションクリティカルな
分野だからこそ、お客様の事業継続
を守るという使命感を持って仕事に
取り組めるため、技術者としてとても

セキュリティサービス
マネージャー
キンドリルとして、セキュリ
ティの旗を立てる。
日本 I B M に新 卒で 入 社し、金 融
システムのネットワークSEやカード・
決済業界の運用・デリバリーの責任
者としてキャリアを重ねてきました。
キンドリルが分社化するタイミング
で、新たに立ち上げ、拡大していく
ビジネスエリア「セキュリティ」へ
チャレンジしたいと思い、現 在は
責任者という立場でキンドリルの
セキュリティデリバリーをリードして
います。昨今のDX推進に伴い社会
全 体としてセキュリティへ の 取り
組 み に 対 する重 要 度も高まって
いるためとてもやりがいを感じる
分野です。

スタートアップだけれど、実績
があるという強み。
キンドリル は 、分 社 化したことで
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あり、新しいチャレンジやアイデアを
歓迎する空気があります。ですので、
幅広いスキルや先進的なスキルを
身につけたい方、自身のスキルを
通じて社 会をより良くすることに
積極的になれる方にはぴったりな
環境です。今それほど経験がなくて
も、チャレンジする気持ちがあれば
全く問題ありません。ぜひみなさん
と一緒に、お客様のために知識を
活 かし、新しいインフラの未 来を
創っていきたいと思っています。

成長を後押しする、「ストレッチ
アサイン」という考え。
キンドリルでは、年齢、性別、価値観
などに関係なく、皆当たり前に活躍
しています。さらに育児・介護・ボラ
ンティアなどで休暇を取得しても、
それがキャリアに響くことは 全く
ありません。また、キンドリルには「スト
レッチアサイン」という文化があり
ます。これは、今のレベルより少し
だけ難 易 度の高い業 務を任せる
ことで成長を促すという考え方で
す。部門を超えて様々な人と協力し
たり、メンターや所属長のサポートを
受けながら難 易 度の高い仕 事を
達 成することで、継 続 的にスキル
アップできる素敵な仕組みだなと
思います。

新しいチャレンジも、新しい
アイデアも。
キンドリルは、これまでの経験値を
活かしながらスタートアップとして
新たな取り組みも進めていく会社で
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起床。朝食後に散歩したり、
のんびり過ごしています。
社内やお客様との打ち合わせ。
日によって変わりますが、これ
くらいの時間から打ち合わ
せが始まることが多いです。
昼食・休憩。家族で一緒にご飯
を食べられるのは、リモート
ワークの良さだなと思います。
打ち合わせやお客様への
提案など。Web会議の場合
と直接お客様先へ訪問する
場合があります。
提案書の作成など作業タイム。
子どもをお風呂に入れて、家族
で夕食。そのあとは家族団らん
の時間です。
メール・チャットをチェック。明日
のスケジュールを確認します。
自由時間。趣味を楽しんだり、
Udemyの研修などを受け
たりしています。
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